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紳士用ワイシャツの着心地に影響を及ぼす要因について

○八木有里子　伊藤紀子

(鳥取大)

被　　服

［ 目的］サラリーマンの仕事着、通勤着として欠かせない紳士用ワイシャツは、試着をす

ることもなくおもに衿まわりとゆき寸法を基準に既製品として購入されることが多いため、

メーカー、ブランドによってサイズ、デザイン、素材の微妙な違いが生じ、着心地に何ら
かの影響を及ぼしていると推測される。そこで本研究では、着心地に影響を及ぼしている

要因を被服圧を中心に検討した。

［方法］市販の紳士用ワイシャツ く衿まわり39cmゆき78ciiiA形、白無地) を13種類選定し、

平均年齢o  A歳の成人男子9名に着用させた。「全体的な大きさ」「衿こしの高さ」「衿ま

わりのゆとりｊ「衿のやわらかさ」「袖丈の長さ」「 袖幅の広さ」「 袖口の大きさ」「肩

幅の広さ」「背中のゆとり」「胸のゆとり」「肌触り」「総合評価」の12項目からなる着
用感の主観的評価および頚部（前面、右斜め前面、左斜め前面、右側面、左側面、後面〉、

上腕部（ 前挙、側挙）の被服圧測定を行った。さらに、身体寸法、紳士用ワイシャツの形

状およびワイシャツ地の力学特性についても測定し、これらの結果を分析した。
［ 結果］主観的評価項目間において、総合評価と危険串l％以下で高い相関が認められた項

目は、「肌触り」「衿のやわらかさ」「背中のゆとり」であった。「肌触り」「衿のやわ

らかさ」は試料の厚さおよび台衿の厚さと高い相関が認められた。衿まわりの圧迫感と頚

部の被服圧との関係における快適被服圧レベルはlO&f/cm'以下であり、lO&f/cm'をこえる
場合には「ややきつい 」の評価になる傾向がみられた。頚部の被服圧は、静立位で3～46f

/cm'、右回旋および左回旋で静立位の約2倍、屈曲で約0.7倍、過伸展で4～5倍であった。
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〈目的〉既報1)では、古着ブラジャーの人体側面から背部にかけて密着するフレーム部の疲労分

布をとらえ、後ろ中心付近およびストラップ付け位置の疲労が大きくカヅプサイドの疲労が小さ

いこと、疲労程度の大きさが左右フレームで異なることを報告した。このような偏った疲労分布

は、長期間の着用と洗濯の繰り返しによるものであるが、とくに着衣時の皮膚の伸びに追従した

伸長変形が主な要因になっていると考えられる。そこで、フレーム形態の異なる２種類のブラジ

ャーについて、円型捺印法により円形の面積変化から着衣時の変形傾向を検討した。

〈方法〉被験者は２名である。測定部位は、フレーム全体を網羅するように左右フレームにそれ

ぞれ18 ヶ所を設定した。各部位に予め直径15mni の円形を印し、立位正常、前屈、左腕上挙、

右腕上挙、左回旋、右回旋の６姿勢における円形の面積を測定した。

〈結果〉隣接する部位問の面積の大小関係は、立位正常姿勢で大きい値を示す部位が他の姿勢に

おいても比較的大きく、逆に立位正常姿勢で小さかった部位は姿勢を変化させても小さい値を示

す傾向が認められた。面積の大きい部位は、試料間でやや異なるが、ストラヅプ付け位置、フレ

ーム下方の後ろ中心付近であり、疲労の顕著な部位1) と一致することを確認した。また、立位正

常姿勢と他の姿勢との面積の差から変化量をもとめると、前屈姿勢ではフレーム下方の部位に変

化量が大きくあらわれた。腕上挙姿勢では腕を上げた側のフレームの変化量が大きく、回旋姿勢

では回旋方向と反対側のフレームに大きな変化量があらわれた。

1)菊池、佐々木、久慈、大野：家政誌, 37,  10, 871 ～876  (1986)
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